
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 家庭班では、刺し子布巾、エコバッグ、 

クロスステッチ小物（ヘアゴム・マグネッ 

ト）を作りました。 

 並縫いやミシンなどの細かい手芸作業を 

１日中行い、集中力や最後まで粘り強く取 

り組む姿勢を身に付けました。また、自分 

で時間を確認し、生徒同士で声を掛け合っ 

て行動する姿がみられました。 

 ９日間で刺し子布巾１８枚、エコバッグ 

１２枚、クロスステッチ小物２２個作り上 

げました。合同販売会では完売することが 

でき、達成感を得ることができました。 

 

紙工班では、ポチ袋セット、牛々ッとセ

ット、ガーランド、ポチ袋制作キット、紙

作り体験券の５つの製品を作りました。 

紙ちぎりから製品作りまで、６人のメン

バーで協力して取り組みました。仲間同士

で声を掛け合って、励まし合う様子があ

り、班が一体となって活動している姿が見

られました。    

９日間、班の目標としていたことを意識

して取り組み、合同販売会では、完売する

ことができました。紙作り体験の際は、１

人１人、責任をもって対応していました。 

 

進路だより 
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報 告 会 結 団 式 

 

合同 

販売会 

え い 、 

え い 、 

お ー ！ 

売 り 上 げ 

家庭班 13,300 円 

紙工班 5,450 円 



  

  進路学習会 

 １１月２５日（水）、小学部の進路学習会が行われました。卒業後の進路をどのように決定していく

か、卒業後の進路先情報、中学部での生活などについて学習しました。また、中学部校内実習を見学

して、参加された保護者の皆さんより大好評でした。 

 

学習会の中で特に小学部に関わる部分をご紹介します。 

高等部卒業後に「働く人」になるために、小学部から取 

り組むことは３つです。 

 ①体力･･･働く上で最も大切なのが体力！小さいうちか 

らきちんと食事を摂り体力をつけましょう。 

②基本的生活習慣･･･遅刻することなく時間いっぱい働 

くために決まった時間に起きる･寝ることが大切です。 

③コミュニケーションの取り方･･･他の人と良い関係を築 

くために欠かせないのがコミュニケーション!!そのため 

にはまず「挨拶」ができることが大切です。 

「進路」と聞くとまだ早いと思われますが、小学部時代 

から積み上げていくことが大切だと感じました。 

 

1１２月２日（水）、中学部進路学習会が行われました。今回の内容は、中学部３年生の高等部入学ま

での主な手続きについてや進路先・就職先の情報、主な福祉サービスについて学習しました。学習会

内で、質問コーナーを設け、多くの意見や質問が飛び交い、有意義な時間となりました。 

学習会での一部内容を紹介しますので。今後の進路選択の参考となればと思います。 

 

  

小学部 

中学部 

中学部 

校内実習 

の見学 

  

学習会の様子 

～中学部３年生の今後の流れ～ 

 

12月  入学願書の提出 

1月 4日(月)～14日(木) 

    出願期間 

1月 28日(木) 

    入学選考日 

2月 4日(木) 

    合格発表日 

2月 19日(金) 

    入学説明会 

盛岡峰南支援学校 相談(1，2年生) 

1/21(木)、1/29(金)、2/12(金) 

※申し込み〆切は、12/24(木)となります。 

その他の学校さんも見学可能です。 

Q＆A 

Q、手帳がないと高等部入学はできないのか？ 

A、基本的には、手帳が必要になります。無い場合は、

医師の診断書が必要です。  

Q、就労移行はどれぐらい使えますか？ 

A、期間は 1人基本２年間です。 

 



 

 

１２月１日（火）、高等部で農福連携説明会が行われました。この説明会は、特別支援学校の生徒が農業への理

解を深めることにより、農福連携を促進することを目的としています。 

説明会では、岩手県社会福祉協議会の方から釜石の特産品である「甲子柿」と岩手県の代表的な品目「りんご」

について説明していただいたあと、りんごの蜜や糖度のチェック作業を体験させていただきました。最後に、り

んごを試食させていただき、農業の楽しさを実感することができました。 

今回の説明会は、生徒や保護者が農業を進路の一つとして考える機会となりました。 
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          ※ 

 

   市支援 

質問コーナー 

支援学校を卒業してから、訓練を受ける場所はありますか？ 

   『宮城障害者職業能力開発校』という、国が設置し宮城県が委託を受けて

運営する障害者 のための職業能力開発施設があります。 障がいを持った方々

に対し、職業訓練を行い、自立のお手伝いをしてくれます。 

 

○生活指導員 訓練生活におけ

る悩み等を相談する生活指

導員を配置。 

○寮の併設 通校が困難な方の

ために寄宿舎を併設してい

ます。 

                     〇授業料は無料 ただし、教科

書代は、本人の負担。 ( 訓練

科・コースにより、20,000～ 

                      50,000円程度） 
入校選考があります。訓練期間は、1 年間です。 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/miyashou

/ 

～保護者の皆さんから寄せられた質問にお答えします。～ 

説明会の様子 蜜チェック りんごの試食 

 おいし～！ 


